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身
近
な
「
歴
史
」
に
関
心
を

　

い
よ
い
よ
春
本
番
で
す
。
桜
は
散
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
外
を
歩
く
に
は
ち
ょ
う
ど

い
い
季
節
で
す
。
清
々
し
い
空
気
の
中
、ゆ
っ

く
り
、
じ
っ
く
り
と
町
を
「
探
検
」
す
る
の

も
楽
し
い
ひ
と
時
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

な
ん
と
な
く
歩
く
だ
け
で
も
、
普
段
歩
く

こ
と
の
な
い
お
寺
や
神
社
、
路
地
な
ど
に
入

れ
ば
、
新
し
い
発
見
が
あ
る
は
ず
で
す
。
最

近
は
、
歴
史
や
文
化
財
に
関
心
を
持
つ
方
も

多
い
よ
う
で
、
文
化
財
係
と
し
て
は
、
心
強

い
限
り
で
す
。

　

さ
て
、
近
所
を
歩
く
こ
と
で
、
身
近
な
地

域
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

重
要
な
手
掛
か
り
が
文
化
財
で
、
指
定
・
登

録
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
も
、
区
内
各
所
に
千

件
以
上
も
あ
り
ま
す
。
も
し
、
道
端
に
石
造

物
を
発
見
し
た
時
、
難
し
い
こ
と
を
考
え
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
頃
、
何
の
た
め

に
造
ら
れ
た
の
か
、
な
ぜ
現
代
に
残
さ
れ
て

い
る
の
か
な
ど
、
多
少
の
疑
問
を
持
ち
つ
つ
、

昔
の
〝
世
界
〞
に
想
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
十
分
で
す
。
よ
り
詳
し
く
知
り
た
い
方

は
、『
江
東
区
の
文
化
財
』（
全
8
冊
）
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

昨
年
度
も
新
た
な
文
化
財
が
指
定
・
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
2
・
3
ペ
ー
ジ
に

記
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。
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指
定
文
化
財

【
有
形
民
俗
文
化
財
】

木き

ね下
川が

わ
や
く
し
み
ち
道ど

う
ひ
ょ
う標　

宝
暦
11
年
在
銘

亀
戸
3
―
39　

境
橋
橋
台
地 

祐
天
堂

　

木
下
川
や
く
し
み
ち
道
標
は
、
北
十
間
川

に
架
か
る
境
橋
か
ら
木
下
川
薬
師
堂
（
葛
飾

区
）
へ
至
る
木
下
川
薬
師
道
を
示
す
道
標
で

す
。
道
標
の
左
側
面
に
は「
あ
つ
ま
も
り
」（
吾

妻
権
現
社
、
現
吾
嬬
神
社
、
墨
田
区
）
の

刻
銘
が
あ
り
ま
す
。
同
社
が
境
橋
を
渡
っ
て

東
に
進
ん
だ
と
こ
ろ
に
位
置
し
、
木
下
川
薬

師
堂
方
面
に
向
か
っ
て
右
手
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
道
標
は
設
立
当
初
か
ら
ほ
ぼ
現
在
の
位

置
に
南
西
を
正
面
に
し
て
所
在
し
て
い
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

木
下
川
薬
師
堂
は
、
青
竜
山
浄
光
寺
と
号

す
る
天
台
宗
寺
院
で
、
本
尊
を
薬
師
如
来
と

し
、
貞
観
2
年
（
８
６
０
）
に
円
仁
の
弟
子
慶

寛
が
創
建
し
た
と
い
う
古
寺
で
す
。
天
正
19
年

（
１
５
９
１
）
に
、
徳
川
家
康
よ
り
朱
印
地
5

石
を
与
え
ら
れ
、
享
保
5
年
（
１
７
２
０
）
以

降
は
将
軍
家
の
御
膳
所
に
も
指
定
さ
れ
た
徳
川

家
ゆ
か
り
の
寺
院
で
す
。
ま
た
、
病
気
平
癒
に

霊
験
を
持
つ
と
し
て
庶
民
の
信
仰
を
集
め
る
ほ

か
、
杜か
き
つ
ば
た若
の
名
所
と
し
て
も
有
名
で
す
。

　

本
道
標
は
、
江
戸
時
代
以
来
、
北
十
間
川

か
ら
境
橋
を
渡
っ
て
木
下
川
薬
師
堂
へ
至
る

道
が
参
詣
の
道
と
し
て
の
性
格
を
有
し
、
江

戸
市
中
の
人
々
に
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

示
す
も
の
と
し
て
貴
重
な
石
造
物
で
す
。

【
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）】

相す
も
う撲
呼よ
び
だ出
し
裁た
っ
つ
け
ば
か
ま

着
袴
製せ
い
さ
く作 

保
持
者　

富
永
皓

　

相
撲
の
呼
出
し
が
は
く
裁
着
袴
は
、「
山

袴
」
に
分
類
さ
れ
る
タ
チ
ツ
ケ
の
一
種
で
す
。

労
働
着
と
し
て
着
用
さ
れ
て
き
た
タ
チ
ツ
ケ

は
、
地
方
に
よ
り
タ
ツ
キ
、
タ
ツ
ツ
ケ
、
タ

ツ
ツ
キ
、
タ
テ
ツ
ケ
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
筒

が
極
め
て
細
く
、
ケ
マ
ワ
シ
（
ス
ソ
ま
わ
り

全
体
の
寸
法
）
が
一
幅
に
な
っ
て
お
り
、
膝

以
下
が
細
く
、
紐
で
結
ぶ
か
、
ま
た
は
コ

ハ
ゼ
掛
け
と
す
る
点
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

様
々
な
漢
字
が
当
て
ら
れ
ま
す
が
、
大
相
撲

で
は
「
裁
着
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

富
永
皓
さ
ん
は
、
昭
和
10
年
生
ま
れ
で
、

24
歳
の
時
に
父
清
吉
さ
ん
（
明
治
34
年
生
ま

れ
）
に
つ
い
て
修
業
し
、
和
裁
の
技
術
を
習

得
し
ま
し
た
。
裁
着
袴
の
製
作
は
、
昭
和
35

年
頃
に
、
清
吉
さ
ん
が
呉
服
屋
か
ら
注
文
を

受
け
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
こ
れ
は
、
呼

出
し
の
寛
吉
さ
ん
か
ら
の
依
頼
で
し
た
。
清

吉
さ
ん
は
、
見
本
の
裁
着
袴
を
ほ
ぐ
し
て
作

り
方
を
調
べ
、
ま
た
寛
吉
さ
ん
の
助
言
を
も

ら
い
な
が
ら
型
紙
を
作
り
、
製
作
し
ま
し
た
。

皓
さ
ん
は
、
清
吉
さ
ん
を
手
伝
い
な
が
ら
裁

着
袴
の
製
作
方
法
を
学
び
、
37
歳
の
頃
か
ら

本
格
的
に
裁
着
袴
の
製
作
を
始
め
て
い
ま

す
。
平
成
18
年
、
皓
さ
ん
は
卓
越
し
た
技
能

者
（
現
代
の
名
工
）
と
し
て
表
彰
さ
れ
て
い

ま
す
。

ガ
ラ
ス
工
（
江
戸
切
子
）

　

保
持
者　

須
田
富
雄

　

切
子
と
は
、
ガ
ラ
ス
の
生
地
の
表
面
に
、

様
々
な
文
様
を
刻
み
込
む
技
術
で
す
。
江
戸

で
は
、
天
保
年
間
（
１
８
３
０
〜
４
４
）
に

始
め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
明
治
期
以
降

は
、
官
営
の
品
川
硝
子
に
て
伝
習
生
が
学

ん
だ
技
術
が
、
以
後
の
江
戸
切
子
の
基
盤
と

な
っ
て
い
き
ま
す
。
江
戸
切
子
の
特
色
は
、

生
地
と
な
る
ガ
ラ
ス
に
深
く
鋭
い
カ
ッ
ト
を

施
す
点
に
あ
り
ま
す
。
江
東
区
域
は
、
水
運

に
よ
っ
て
原
材
料
を
調
達
し
や
す
い
と
い
う

立
地
か
ら
、
ガ
ラ
ス
会
社
や
職
人
が
多
く
集

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

須
田
富
雄
さ
ん
は
、
大
正
13
年
向
島
（
現
、

墨
田
区
）
に
生
ま
れ
、
昭
和
11
年
、
堀
口
市

雄
さ
ん
（
堀
口
硝
子
初
代
社
長
）
に
弟
子
入

り
し
て
技
術
の
習
得
に
励
み
ま
し
た
。
長
年

堀
口
硝
子
に
勤
務
し
、
昭
和
61
年
に
は
堀
口

さ
ん
か
ら
名
跡
を
受
け
継
い
で
、「
二
代
目

秀
石
」
を
号
し
て
い
ま
す
。
平
成
2
年
、
堀

口
硝
子
を
退
職
、
独
立
し
て
工
房
を
開
き
、

創
作
活
動
の
傍
ら
教
室
を
主
宰
し
て
、
江
戸

切
子
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

須
田
さ
ん
の
師
弟
関
係
を
遡
る
と
、
品
川

硝
子
の
伝
習
生
に
辿
り
着
き
ま
す
。
須
田
さ

ん
の
技
術
は
、
百
数
十
年
に
及
ぶ
江
戸
切
子

の
歴
史
を
現
在
に
伝
え
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

木下川やくしみち道標

富永皓氏

須田富雄氏
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登
録
文
化
財

【
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）】

石せ
き
ぞ
う造

鳥と
り

居い　

大
正
11
年
在
銘

亀
戸
3
―
38
―
35　

天
祖
神
社

　

天
祖
神
社
は
、
江
戸
期
に
は
「
砂
原
神
明

宮
」
と
称
さ
れ
た
柳
島
村
の
総
鎮
守
で
す
。

　

石
造
鳥
居
は
、
境
内
の
太
郎
稲
荷
神
社
に

対
し
て
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
す
。
太
郎
稲
荷

神
社
は
、
社
伝
に
よ
る
と
、
大
名
の
立
花
家

の
守
護
神
で
あ
っ
た
も
の
を
、
江
戸
末
期
に

分
祀
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
有
形
文
化
財
（
彫
刻
）】

石せ
き
ぞ
う
こ
ま
い
ぬ

造
狛
犬　

大
正
13
年
在
銘　

一
対

木
場
1
―
5　

賀
来
神
社

　

賀
来
神
社
は
、
神
田
の
豊
後
府
内
藩
（
大

給
松
平
家
）
の
上
屋
敷
に
あ
り
、
明
治
5
年

の
松
平
家
の
転
居
に
伴
い
、
本
郷
へ
移
転
し

ま
し
た
。
旧
賀
来
神
社
境
内
で
事
業
を
始
め

た
株
式
会
社
フ
ジ
ク
ラ
の
創
業
者
藤
倉
善
八

は
、
明
治
23
年
に
千
駄
ヶ
谷
に
工
場
を
設
立

し
、
本
郷
の
賀
来
神
社
か
ら
分
祀
し
て
祀
り

ま
し
た
。
大
正
12
年
1
月
の
本
社
移
転
に
よ

り
、
賀
来
神
社
も
木
場
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

　

狛
犬
は
、
同
年
9
月
の
関
東
大
震
災
で
全

焼
し
た
賀
来
神
社
を
再
興
す
る
過
程
で
奉
納

さ
れ
た
も
の
で
、
地
域
の
歴
史
や
信
仰
の
あ

り
方
を
伝
え
る
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

【
有
形
民
俗
文
化
財
】

鉄て
つ
ぞ
う
て
ん
す
い
お
け

造
天
水
桶　

大
正
11
年
在
銘　

一
対

亀
戸
3
―
38
―
35　

天
祖
神
社

　

本
殿
前
方
左
右
に
置
か
れ
て
お
り
、
刻
銘

に
よ
る
と
、
柳
島
砂
原
の
18
名
と
柳
島
新
地

の
20
名
ら
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
、
亀
戸
宇
野

工
場
鋳
工
小
泉
太
助
が
鋳
造
し
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
銘
に
「
再
興
」
と
あ
る
の
で
、

そ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
天
水
桶
が
何
ら
か

の
理
由
で
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
に
新

た
に
製
作
・
奉
納
さ
れ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

【
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）】

船ふ
な

大だ
い
く工 

保
持
団
体　

佐
野
造
船
所

　

和
船
を
造
る
船
大
工
は
大
工
か
ら
分
か
れ

た
技
術
で
す
。
15
世
紀
の
こ
ろ
、
船
の
大
型

化
と
製
材
技
術
の
発
展
に
と
も
な
い
専
業
化

し
ま
し
た
。
江
東
区
は
、
江
戸
時
代
に
小
名

木
川
沿
岸
に
あ
っ
た
「
海
辺
大
工
町
」
に
象

徴
さ
れ
る

よ
う
に
、

和
船
や
船

大
工
と
の

関
係
が
深

い
地
域
で

す
。

　

佐
野
造

船
所
は
、

江
戸
時
代

か
ら
続
く

船
大
工
で
す
。
初
代
が
八
重
洲
あ
た
り
で
造

船
業
を
始
め
、
の
ち
に
佐
野
家
は
深
川
に
移

転
し
ま
し
た
。
8
代
目
の
佐
野
一
郎
さ
ん（
故

人
）
は
、
昭
和
6
年
か
ら
家
業
を
手
伝
い
な

が
ら
修
業
し
、
の
ち
に
は
和
船
技
術
を
活
か

し
た
木
造
ヨ
ッ
ト
も
手
が
け
て
い
ま
す
。
平

成
23
年
に
は
、
子
息
の
龍
太
郎
さ
ん
と
稔
さ

ん
、
そ
し
て
孫
の
龍
也
さ
ん
が
、
一
郎
さ
ん

の
指
導
の
も
と
和
船
を
新
造
し
て
い
ま
す
。

登
録
解
除

【
有
形
文
化
財
（
絵
画
）】

　

紙
本
着
色
両
界
曼
荼
羅
図　

２
幅

平
野
１　

個
人
蔵

【
有
形
民
俗
文
化
財
】

　

水
盤 

安
永
4
年
在
銘

　

地
蔵
供
養
塔 

元
禄
16
年
在
銘

　

地
蔵
逆
修
供
養
塔 

寛
文
12
年
在
銘

　

阿
弥
陀
三
尊
供
養
塔 

寛
文
10
年
在
銘

亀
戸
4
―
48
―
3　

常
光
寺

　

水
盤　

剣
大
講
奉
納

 

富
岡
１
―
17
―
13　

深
川
不
動
堂

【
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）】

　

木
工
（
建
具
） 

保
持
者　

木
全
章
二

所
在
地
変
更
（
史
跡
）

　

旧
葛
西
橋
跡

東
砂
5
―
15
、
6
―
17
〜
江
戸
川
区

　

元
木
場
跡清

澄
・
佐
賀
・
福
住
・
深
川
付
近

石造鳥居

石造狛犬

鉄造天水桶（左）すり合わせの様子
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大
島
村
と
上
・
下
大
島
町

　

大
島
村
は
、
現
在
の
大
島
の
町
名
の
由
来

と
な
っ
た
村
で
、
江
戸
時
代
は
小
名
木
川
北

岸
に
位
置
し
、
西
は
横
十
間
川
、
東
は
平
方

村
、
北
は
亀
戸
村
な
ど
に
接
し
て
い
ま
し
た
。

お
お
む
ね
大
島
1
・
4
丁
目
と
2
・
3
・
5

丁
目
の
一
部
に
あ
た
り
ま
す
。
村
の
成
立
年

代
は
正
確
に
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
徳

川
家
康
の
江
戸
入
府
後
に
開
削
さ
れ
た
と
い

わ
れ
る
小
名
木
川
の
沿
岸
は
、
河
川
流
通
業

者
な
ど
が
居
住
し
、
早
く
か
ら
開
発
が
進
ん

で
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
大

島
村
の
う
ち
、
小
名
木
川
沿
い
の
一
部
の
地

域
（
大
島
1
・
4
丁
目
付
近
）
は
、
明
暦
3

年
（
１
６
５
７
）
に
は
商
家
が
建
て
ら
れ
、

宝
永
3
年
（
１
７
０
６
）
に
は
町
並
地
（
人

別
は
町
奉
行
、
年
貢
は
代
官
が
管
轄
す
る
地
）

と
な
り
、
町
場
化
が
進
ん
で
上
大
島
町
・
下

大
島
町
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

（『
新
編
武
蔵
風
土
記
』）。
こ
の
こ
と
か
ら
、

大
島
村
も
明
暦
期
以
前
に
は
成
立
し
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

釜
屋
と
渡
し
場

　

小
名
木
川
沿
い
の
上
大
島
町
で
有
名
だ
っ

た
の
が
鍋
釜
製
造
所
の
釜
屋
で
す
。
釜
屋
は
、

鋳い

も

じ
物
師
の
太
田
六
右
衛
門
（
釜
六
）
と
田
中

七
右
衛
門
（
釜
七
）
の
家
が
代
々
営
ん
だ
工

房
で
、
享
保
2
年
（
１
７
１
７
）
に
は
８
代

将
軍
徳
川
吉
宗
が
小
名
木
川
を
通
船
し
た
際

の
焚
き
出
し
御
用
を
勤
め
ま
し
た
。
以
後
、

御
用
釜
の
献
上
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
寛
政

6
年
（
１
７
９
４
）
の
小
金
牧
鹿し
し
が
り狩
で
は
褒

美
と
し
て
白
銀
2
枚
を
授
か
り
ま
し
た
（『
御

府
内
備
考
』）。

　

釜
屋
が
上
大
島
町
に
工
場
を
開
い
た
大
き

な
理
由
は
、
江
戸
に
近
く
利
便
性
の
良
い
小

名
木
川
の
水
運
が
活
用
で
き
た
こ
と
で
す
。

釜
屋
付
近
の
風
景
を
描
い
た
『
江
戸
名
所
図

会
』
の
挿
絵
を
見
る
と
、
大
き
な
2
つ
の
釜

を
置
い
た
釜
屋
の
目
の
前
に
は
、
小
名
木
川

の
沿
岸
に
船
の
荷
物
を
陸
揚
げ
す
る
た
め
の

河か

し岸
が
築
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
釜
屋
は
こ
の
河
岸
を
利
用
し
て
、
材
料

と
な
る
鉄
を
運
び
込
み
、
完
成
し
た
製
品
を

出
荷
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
『
江
戸
名
所
図
会
』
の
挿
絵

に
は
、
釜
屋
の
前
の
河
岸
で
渡
し
船
が
運
航

し
て
い
る
様
子
も
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
渡

し
は
、
釜
屋
の
近
く
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら

「
釜
屋
の
渡
し
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
渡
し

の
開
設
時
期
は
不
明
で
す
が
、『
御
府
内
備

考
』
に
上
大
島
町
に
渡
船
場
が
あ
っ
た
こ
と

が
書
か
れ
て
お
り
、
文
政
期
（
１
８
１
８
〜

１
８
３
０
）
頃
に
は
開
通
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
こ
の
釜
屋
と
釜
屋
の
渡
し
の

跡
地
は
、
江
東
区
登
録
史
跡
と
な
っ
て
い
ま

す
。

霊
巖
寺
領
と
念
仏
堂

　

大
島
村
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
家
康
の
関

東
入
国
以
来
の
御ご
り
ょ
う
し
ょ

料
所
（
幕
府
の
直
轄
地
）

で
す
が
、
一
部
が
霊
巖
寺
領
に
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
霊
巖
寺
領
は
、
霊
巖
寺
が
万
治
2

年
（
１
６
５
９
）
に
寺
領
と
し
て
50
石
を
拝

領
し
た
土
地
で
す
。
領
内
に
は
、
珂か

碩せ
き

上
人

が
建
立
し
た
念
仏
堂
（
開
創
年
は
不
明
で
す

が
寛
文
８
年
〈
１
６
６
８
〉
に
は
存
立
）
が

あ
り
ま
し
た
（『
葛
西
志
』）。
し
か
し
、
水

害
で
堂
宇
に
被
害
が
出
た
こ
と
か
ら
、
延
宝

年
間
（
１
６
７
３
〜
１
６
８
１
）
に
は
、
奥

沢
（
世
田
谷
区
）
に
什
物
を
移
転
し
た
と
さ

れ
、
世
田
谷
区
浄
真
寺
（
開
山
は
珂
碩
上
人
）

に
は
念
仏
堂
の
什
じ
ゅ
う
も
つ
物
と
し
て
寄
進
さ
れ
た
寛

文
8
年
の
茶
釜
（
釜
六
製
）
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
念
仏
堂
は
廃
止
さ
れ
た
よ

う
で
す
が
、
そ
の
年
代
は
不
明
で
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

斉
藤
照
徳
）

大
島
村

大
島
村

城
東
の
村
を
歩
く
④

城
東
の
村
を
歩
く
④

「小名木川五本松」（『江戸名所図会』）部分

「本所深川絵図」部分

〔羅漢寺・大島・平方村絵図〕部分、天明元年写
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池
波
正
太
郎
の
小
説
『
鬼
平
犯
科
帳
』
の

主
人
公
と
し
て
知
ら
れ
る
長
谷
川
平
蔵
で
す

が
、
日
本
史
上
で
は
石
川
島
人
足
寄
場
（
以

下
、
人
足
寄
場
と
略
す
）
の
創
設
者
と
し
て

有
名
で
す
。
人
足
寄
場
は
、
増
え
続
け
る
無

宿
へ
の
対
策
と
し
て
寛
政
2
年
（
１
７
９
０
）

に
創
設
さ
れ
た
施
設
で
す
。
無
宿
や
軽
罪
を

犯
し
た
者
な
ど
を
収
容
し
、
収
容
者
に
は
そ

れ
ぞ
れ
作
業
を
課
し
、
一
定
の
条
件
を
満
た

せ
ば
赦
免
さ
れ
ま
し
た
。
無
宿
に
対
す
る
授

産
・
更
生
の
施
設
で
あ
り
、
無
宿
と
な
っ
た

人
々
を
村
に
戻
す
た
め
の
人
返
し
政
策
と
し

て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。
人
足
寄
場
は

隅
田
川
河
口
に
あ
っ
た
石
川
島
に
設
け
ら
れ

ま
し
た
が
、
当
初
そ
の
候
補
地
と
し
て
深
川

が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。
今
回
は
、
鶴
歩
町
と
人
足
寄
場
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

鶴
歩
町
の
成
立
と
変
遷

　

鶴
歩
町
（
明
治
44
年
ま
で
は
深
川
鶴
歩
町
）

は
、
平
野
新
田
の
一
部
で
し
た
。
平
野
新
田

は
、
元
禄
11
年
（
１
６
９
８
）
に
町
人
持
ち

か
ら
御
用
地
と
な
り
、
の
ち
大
名
屋
敷
地
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
湿
地
帯
の
た
め
屋

敷
を
建
て
ら
れ
ず
、
宝
永
6
年
（
１
７
０
９
）

と
享
保
2
年
（
１
７
１
７
）
の
二
度
に
わ
た
っ

て
平
野
町
名
主
の
平
野
甚
四
郎
に
土
地
が
預

け
ら
れ
ま
し
た
。
享
保
８
年
、
甚
四
郎
は
こ

の
土
地
の
新
田
開
発
を
願
い
出
て
許
さ
れ
、

私
費
を
投
じ
て
整
備
を
行
い
、
平
野
新
田
と
称

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
耕
地
に
適
さ
な
か
っ
た

た
め
同
14
年
に
町
屋
と
す
る
こ
と
を
願
い
出
て

許
さ
れ
、
甚
四
郎
の
俳
号
を
と
っ
て
鶴
歩
町
と

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
宝
暦
9
年（
１
７
５
９
）

頃
に
町
域
全
体
が
上
田
藩
松
平
伊
賀
守
抱
町
並

屋
敷
と
な
り
、
明
和
6
年
（
１
７
６
９
）
に
は

長
州
藩
松
平
（
毛
利
）
大
膳
大
夫
に
引
き
渡

さ
れ
ま
し
た
（『
御
府
内
備
考
』）。
慶
応
年
間

（
１
８
６
５
〜
６
８
）
に
上
地
と
な
り
（『
東
京

府
志
料
』）、
以
後
町
場
と
な
り
ま
し
た
。

無
宿
の
増
加
と
人
足
寄
場

　

江
戸
時
代
の
百
姓
や
町
人
は
人
別
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
人
別
帳
か
ら
削
除

さ
れ
た
者
を
無
宿
と
い
い
ま
す
。
貧
窮
に
よ

る
離
村
や
追
放
刑
な
ど
に
よ
っ
て
無
宿
と
な

り
ま
し
た
。
無
宿
の
増
加
は
村
の
生
産
人
口

を
減
少
さ
せ
る
一
方
、
多
く
の
無
宿
は
江
戸

な
ど
の
大
都
市
に
流
入
し
、
浮
浪
・
犯
罪
な

ど
に
よ
っ
て
治
安
を
脅
か
す
存
在
に
も
な
り

ま
し
た
。
無
宿
の
増
加
は
、
村
と
都
市
の
双

方
に
関
わ
る
問
題
だ
っ
た
の
で
す
。

　

天
明
年
間
（
１
７
８
１
〜
８
９
）
に
は
飢

饉
な
ど
の
影
響
に
よ
っ
て
多
数
の
無
宿
が
発

生
し
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
無
宿
対
策

が
議
論
さ
れ
、
ま
た
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、

問
題
の
解
決
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
老

中
松
平
定
信
は
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
の
無
宿
の
収
容
施
設
に
つ
い
て
意
見
を
求

め
、
こ
れ
に
応
じ
た
の
が
火
付
盗
賊
改
の
長

谷
川
平
蔵
で
し
た
。

人
足
寄
場
起
立

　

定
信
の
求
め
に
応
じ
て
、
平
蔵
は
上
申
書

を
二
回
提
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
神

宮
文
庫
所
蔵
の
「
寄
場
起
立
」
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
ま
す
（「
寄
場
起
立
」
は
『
東
京
市

史
稿
』
産
業
篇
第
33
に
掲
載
。
以
下
の
引
用

は
同
書
に
よ
る
）。
上
申
書
で
は
、
施
設
の

名
称
や
運
営
方
法
の
他
に
、
用
地
に
つ
い
て

も
具
体
的
に
述
べ
て
い
ま
す
。
逃
亡
防
止
及

び
建
設
費
用
の
節
減
の
た
め
に
、
川
沿
い
に

適
当
な
土
地
を
求
め
、最
初
は
六
郷
川
筋
（
多

摩
川
の
下
流
）
を
探
し
ま
し
た
が
見
つ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
候
補
地
と
な
っ
た
の
が
「
深
川
松
平

大
膳
太
夫
抱
屋
敷
鶴
歩
町
」
で
す
。
掲
載
図
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
鶴
歩
町
は
周
囲
を
川
や

堀
割
に
囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
平
蔵
の
見
立

て
に
よ
る
と
、
鶴
歩
町
は
二
万
坪
の
広
さ
が
あ

り
、
軽
輩
の
住
ま
い
を
除
け
ば
空
地
だ
っ
た
よ

う
で
す
（「
屋
敷
内
軽
キ
も
の
住
居
仕
候
所
計

家
作
御
座
候
て
、
跡
ハ
不
残
明
地
ニ
て
鷹
遣
ひ

申
候
地
」）。
土
地
の
造
成
が
容
易
で
あ
り（「
川

浚
被
仰
付
候
土
ニ
て
築
立
被
仰
付
候
と
も
、
川

続
之
場
所
ニ
御
座
候
間
、
如
何
様
と
も
出
来
可

仕
」）、
船
運
も
便
利
で
（「
大
川
え
続
き
罷
在
、

船
之
通
用
宜
敷
」）、
収
容
者
の
逃
亡
を
防
止
で

き
る
（「
四
方
川
ニ
御
座
候
間
、
逃
去
申
候
儀

相
成
不
申
」）
た
め
、「
何
レ
ニ
つ
き
候
て
も
便

り
宜
敷
地
面
」
と
判
断
し
、「
屋
敷
地
面
絵
図

別
紙
ニ
認
」
め
提
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
平

蔵
の
用
地
案
は
採
用
さ
れ
ず
、
隅
田
川
河
口
に

あ
る
石
川
島
が
人

足
寄
場
の
用
地
と

な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
冬
木

〜
木
場
3
の
間

の
平
久
川
に
架

か
る
鶴
歩
橋
は
、

か
つ
て
の
町
名

の
名
残
を
留
め

て
い
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

金
井
貴
司
）

深
川
鶴
歩
町
と

人
足
寄
場

深
川
鶴
歩
町
と

人
足
寄
場

江
東
歴
史
紀
行

「本所深川絵図」（安政五年尾張屋板）部分

現在の鶴歩橋

下町文化261号_了.indd   5 13.4.23   3:30:56 PM



6

　

こ
ん
に
ち
は
、
小
澤
幹
雄
と
申
し
ま
す
。

私
は
都
内
の
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
で
こ
の

講
演
と
同
じ
「
小
澤
幹
雄
の
や
わ
ら
か
ク
ラ

シ
ッ
ク
」
と
い
う
講
座
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
タ
イ
ト
ル
は
、
以
前
私
が
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
を
務
め
た
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
番
組
の
タ
イ
ト
ル
で
し
た
。
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
番
組
な
ん
て
一
年
や
半
年
の
短

期
間
で
終
っ
て
し
ま
う
も
の
が
少
な
く
な
い

の
で
す
が
、
こ
の
番
組
に
は
幸
い
熱
心
な
リ

ス
ナ
ー
が
大
勢
つ
い
て
く
だ
さ
っ
て
、
四
年

以
上
も
続
き
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
私
が
番

組
の
ス
タ
ー
ト
時
に
一
生
懸
命
考
え
た
も
の

で
愛
着
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
今
で
も
こ
う
し

て
私
が
話
す
機
会
が
あ
っ
た
り
本
を
書
い
た

り
す
る
と
き
に
は
、
よ
く
こ
の
タ
イ
ト
ル
を

使
い
ま
す
。
私
は
芭
蕉
の
研
究
を
し
た
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
芭
蕉
の
こ
と
は
き
っ
と
皆

さ
ん
の
ほ
う
が
お
詳
し
い
と
思
い
ま
す
が
、

私
の
考
え
る
芭
蕉
の
こ
と
と
か
、
音
楽
の
こ

と
や
兄
の
小
澤
征
爾
の
こ
と
も
お
話
し
よ
う

と
思
い
ま
し
て
、
今
日
も
こ
の
よ
う
な
タ
イ

ト
ル
と
し
ま
し
た
。

　

松
尾
芭
蕉
の
俳
句
に
は
、
子
供
の
頃
か
ら

親
し
ん
で

き
ま
し
た

が
、
最
初

は
中
学
の

国
語
の
先

生
が
『
お

く
の
ほ
そ

道
』
を
読

ん
で
く

れ
て
、
芭

蕉
の
俳
句

を
知
っ
た

と
き
か
ら

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
冒
頭
部
分
「
月
日

は
百
代
の
過
客
に
し
て
行
き
か
ふ
年
も
又
旅

人
也
」
は
大
好
き
な
一
文
で
、
日
本
語
の
格

調
の
高
さ
や
品
格
を
示
す
名
文
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
有
名
な
文
章
を
英
語
に
翻
訳
し
た

人
が
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
さ
ん
、
彼
は
ア
メ

リ
カ
生
ま
れ
で
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
学
生

の
と
き
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
に
出
会
い
、
こ

れ
を
英
訳
し
よ
う
と
試
み
た
そ
う
で
す
。
し

か
し
大
変
難
し
く
て
、
そ
の
後
１
９
９
６
年

に
、
よ
う
や
く
英
訳
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
を

出
版
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
語
に
堪
能
な
キ
ー

ン
さ
ん
は
、
戦
時
中
は
日
本
兵
捕
虜
の
手
記

や
手
紙
な
ど
を
訳
し
た
り
通
訳
を
し
た
り
し

た
そ
う
で
す
。
戦
後
も
日
本
文
学
の
研
究
を

続
け
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
名
誉
教
授
に
な
ら

れ
ま
し
た
が
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
と
原

発
事
故
に
心
を
痛
め
て
、
と
う
と
う
大
学
を

退
官
し
日
本
へ
帰
化
し
ま
し
た
。「
鬼
怒
鳴

門
（
き
ー
ん 

ど
な
る
ど
）」
と
い
う
漢
字
表

記
を
使
っ
て
い
る
キ
ー
ン
さ
ん
は
、
ま
さ
に

「
舶・

・来
（
百
代
？
）
の
過
客
」
で
す
。
そ
ん

な
キ
ー
ン
さ
ん
が
翻
訳
し
た
『
お
く
の
ほ
そ

道
』
の
冒
頭
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
？

と
調
べ
て
み
ま
し
た
が
、
と
て
も
分
か
り
や

す
い
名
訳
で
す
。

　

文
学
は
、
違
う
言
葉
に
訳
さ
れ
た
ら
、
そ

の
美
し
さ
や
面
白
さ
が
半
減
し
て
し
ま
う
の

で
し
ょ
う
か
。
英
国
人
は
、「
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
の
良
さ
は
、
違
う
言
語
に
翻
訳
し
て
も

伝
わ
ら
な
い
」
と
い
い
ま
す
。
で
は
、
芝
居

と
い
う
も
の
は
翻
訳
し
た
ら
面
白
く
な
い
か

と
い
う
と
、
東
京
大
学
の
英
文
学
者
、
小
田

島
雄
志
さ
ん
が
翻
訳
し
た
日
本
語
の
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
は
と
て
も
面
白
い
も
の
で
す
。
そ

し
て
、
井
上
ひ
さ
し
さ
ん
の
戯
曲
「
薮
原
検

校
」
は
、
東
北
弁
で
駄
洒
落
を
連
発
す
る
、

そ
の
テ
ン
ポ
の
面
白
さ
が
格
別
で
す
。
こ
の

劇
が
、
な
ん
と
エ
ジ
ン
バ
ラ
で
日
本
語
の
ま

ま
上
演
さ
れ
て
大
好
評
で
し
た
。
翻
訳
さ
れ

ず
と
も
、
そ
の
お
か
し
み
は
ち
ゃ
ん
と
外
国

で
大
い
に
受
け
て
い
る
。『
お
く
の
ほ
そ
道
』

も
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
も
井
上
ひ
さ
し
も
、
良

い
も
の
は
誰
に
で
も
わ
か
る
も
の
だ
と
僕
は

思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
外
国
人
で
も
俳
句
を
作
ろ
う
と
い

う
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
一
人
に
、

フ
ラ
ン
ス
人
で
日
本
語
で
俳
句
を
や
っ
て
い

る
若
い
俳
人
が
い
ま
す
。
彼
は
僕
の
友
人

で
、
長
野
に
住
ん
で
い
る
ロ
ー
ラ
ン
・
マ
ブ

ソ
ン
さ
ん
で
す
が
、
こ
れ
も
不
思
議
な
縁
で
、

マ
ブ
ソ
ン
さ
ん
は
平
成
二
十
二
年
の
こ
の
時

雨
忌
記
念
講
演
会
の
講
師
を
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
僕
の
友
人
が
立
っ
た
場
所
に
、
今
日
は

僕
が
立
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
マ
ブ
ソ
ン
さ

ん
は
幼
い
時
か
ら
詩
人
に
な
る
の
が
夢
だ
っ

た
そ
う
で
す
が
、
交
換
留
学
で
来
日
し
て
、

宇
都
宮
高
校
へ
通
い
、
そ
の
学
校
図
書
館
で

初
め
て
芭
蕉
を
知
り
「
詩
人
で
は
な
く
俳
人

に
な
ろ
う
」
と
決
心
し
た
そ
う
で
す
。
パ
リ

大
学
日
本
語
科
卒
業
後
に
再
び
来
日
し
芭
蕉

や
一
茶
を
研
究
、
一
茶
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る

長
野
に
住
み
着
い
て
、
俳
人
「
マ
ブ
ソ
ン
青

眼
」
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
彼
の
俳
句

は
、
僕
か
ら
見
る
と
や
は
り
日
本
人
と
は
違

う
、
フ
ラ
ン
ス
人
ら
し
い
感
性
の
俳
句
で
す
。

そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
の
詩
に
あ
る
よ
う
に
、

日
本
語
の
俳
句
に
も
「
韻
」
が
あ
る
の
だ
と
、

「
韻
」
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

橙
の
花
に
ひ
か
れ
て
母
の
海 

 

青
眼

第
31
回（
平
成
二
十
四
年
度
） 

時
雨
忌
記
念
講
演
会
録 

講
師

小
澤 

幹
雄（
放
送
タ
レ
ン
ト・エッ
セ
イ
ス
ト
）

小
澤
幹
雄
の
や
わ
ら
か
ク
ラ
シ
ッ
ク

〜
芭
蕉
の
こ
と
、兄
征
爾
と
音
楽
の
こ
と
〜
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花
の
「
は
」
と
母
の
「
は
」
が
、
韻
を
踏
ん

で
い
る
の
で
す
ね
。
芭
蕉
に
も

　

荒
海
や
佐
渡
に
よ
こ
た
ふ
天
の
河 

芭
蕉

と
句
頭
韻
が
見
ら
れ
ま
す
。
一
茶
も
こ
の
音

調
的
技
法
を
重
視
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

そ
ば
咲
く
や
そ
の
白
さ
ゝ
へ
ぞ
つ
と
す
る一

茶

　

マ
ブ
ソ
ン
さ
ん
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
も
大

変
好
き
で
、
特
に
バ
ッ
ハ
や
武
満
徹
が
好
き

だ
そ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、
な
お
さ
ら
俳
句

の
十
七
音
に
あ
る
言
葉
の
響
き
に
、
美
し
さ

を
感
じ
る
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
は
、
マ
ブ
ソ
ン
さ
ん
が
、
征
爾
が
指

揮
し
た
サ
イ
ト
ウ
・
キ
ネ
ン
・
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
が
演
奏
し
た
、
シ
ョ
ス
タ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
の

交
響
曲
を
聞
い
て
作
っ
た
句
で
す
。

　
奥し

山じ
ま
よ
り
シ
ョ
ス
タ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
出
で
て
秋

青
眼

　

サ
イ
ト
ウ
・
キ
ネ
ン
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

は
、
征
爾
が
学
ん
だ
齋
藤
秀
雄
先
生
の
弟
子

た
ち
が
先
生
の
没
後
に
集
ま
っ
て
作
っ
た
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
す
。
征
爾
は
、
こ
の
齋
藤

先
生
に
指
揮
の
基
礎
を
す
べ
て
教
わ
り
ま
し

た
。
実
は
、
齋
藤
先
生
は
母
方
の
親
戚
に
当

た
り
ま
す
。

　

我
々
兄
弟
四
人
は
皆
中
国
の
旧
満
州
に
生

ま
れ
ま
し
た
が
、
戦
前
、
北
京
の
わ
が
家
は
、

い
ろ
い
ろ
な
人
が
父
に
会
い
に
き
た
り
ご
飯

を
食
べ
に
来
た
り
と
集
ま
る
賑
や
か
な
家
で

し
た
。
戦
争
が
始
ま
る
直
前
に
一
家
で
日
本

へ
引
き
揚
げ
て
き
ま
し
た
が
、
北
京
時
代
の

わ
が
家
の
常
連
の
中
に
は
、
文
芸
評
論
家
の

小
林
秀
雄
さ
ん
な
ど
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
日

本
へ
引
き
揚
げ
る
と
き
に
持
ち
帰
っ
た
も
の

の
中
に
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
征
爾
が
最
初
に
弾
い
た
楽
器
で
す
。

　

戦
後
に
な
っ
て
征
爾
は
ピ
ア
ノ
を
学
び
ま

し
た
。
両
親
は
生
活
が
苦
し
い
時
代
に
苦
労

し
て
ピ
ア
ノ
を
手
に
入
れ
て
、
征
爾
も
一
生

懸
命
ピ
ア
ノ
を
練
習
し
て
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な

る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
す
が
、
指
を
怪
我
を

し
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
中
学
校
の
合
唱
が

き
っ
か
け
で
指
揮
者
を
目
指
し
、
チ
ェ
リ
ス

ト
で
指
揮
者
の
齋
藤
先
生
の
元
で
指
揮
を
学

び
ま
し
た
。
大
変
厳
し
い
先
生
で
し
た
が
、

齋
藤
先
生
に
学
ん
だ
弟
子
は
、
み
ん
な
一
流

の
音
楽
家
に
な
っ
て
い
ま
す
。
征
爾
も
桐
朋

学
園
短
大
卒
業
後
に
海
外
で
勉
強
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
お
金
が
無
い
の
で
、
い

ろ
い
ろ
な
方
か
ら
資
金
を
提
供
し
て
も
ら

い
、
貨
物
船
で
フ
ラ
ン
ス
へ
渡
り
、
ブ
ザ
ン

ソ
ン
国
際
指
揮
者
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
し
た

あ
と
パ
リ
で
勉
強
を
続
け
、
カ
ラ
ヤ
ン
の
主

催
し
た
指
揮
者
コ
ン
ク
ー
ル
で
一
位
を
と
っ

て
カ
ラ
ヤ
ン
に
師
事
、
そ
れ
か
ら
バ
ー
ン
ス

タ
イ
ン
に
出
会
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
渡

り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ィ
ル
の
副
指
揮
者

に
な
り
ま
し
た
。

　

パ
リ
で
勉
強
し
て
い
た
当
時
、
偶
然
、
小

林
秀
雄
さ
ん
に
お
会
い
し
て
「
僕
は
北
京
で

君
の
お
父
さ
ん
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。
あ
の

こ
ろ
、
ニ
コ
ニ
コ
し
た
可
愛
い
赤
ち
ゃ
ん
が

君
だ
っ
た
ん
だ
ね
」
と
言
わ
れ
て
び
っ
く
り

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
年
、
作

家
の
村
上
春
樹
さ
ん
と
征
爾
の
対
談
集
『
小

澤
征
爾
さ
ん
と
、
音
楽
に
つ
い
て
話
を
す
る
』

が
、
小
林
秀
雄
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ

も
小
林
さ
ん
と
の
不
思
議
な
ご
縁
だ
と
思
い

ま
す
。

　

小
林
秀
雄
さ
ん
が
書
か
れ
た
評
論
『
モ
オ

ツ
ァ
ル
ト
』
は
有
名
で
す
が
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
の
評
論
を
確
立
し
た
と
い
わ
れ
る
の

は
、
先
日
亡
く
な
ら
れ
た
音
楽
評
論
家
の
吉

田
秀
和
さ
ん
で
し
ょ
う
。
吉
田
秀
和
さ
ん
は
、

長
くNHK

―FM

の
ク
ラ
シ
ッ
ク
番
組
で

音
楽
を
紹
介
な
さ
っ
て
き
て
、
亡
く
な
る
直

前
ま
で
番
組
収
録
を
な
さ
っ
て
い
ま
し
た
。

著
作
、
翻
訳
も
数
多
く
あ
り
、
音
楽
だ
け
で

な
く
絵
画
や
芸
術
の
評
論
も
た
く
さ
ん
残
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
吉
田
先
生
の
音
楽
評
論
は

本
当
に
す
ば
ら
し
い
文
章
で
、
そ
の
格
調
高

い
文
章
は
、
手
書
き
原
稿
に
何
度
も
追
加
訂

正
の
紙
を
切
っ
た
り
貼
っ
た
り
す
る
と
い
う

手
作
業
か
ら
生
ま
れ
た
の
だ
、
と
、
先
生
を

追
悼
す
る
番
組
で
初
め
て
知
っ
て
驚
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
な
ん
と
芭
蕉
も
『
お
く
の
ほ

そ
道
』
で
、
同
じ
よ
う
な
推
敲
の
仕
方
、
紙

の
切
り
貼
り
を
し
て
い
る
の
で
す
。
僕
も
字

を
書
く
こ
と
は
大
好
き
で
す
か
ら
、
新
聞
の

コ
ラ
ム
原
稿
や
手
紙
な
ど
は
今
で
も
万
年
筆

で
手
書
き
で
す
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
、
松
尾

芭
蕉
と
吉
田
秀
和
さ
ん
の
文
章
へ
の
こ
だ
わ

り
を
見
つ
け
て
、
僕
は
驚
き
楽
し
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

平
成
七
年
に
『
奥
の
細
道
』
の
芭
蕉
自
筆

本
が
発
見
さ
れ
て
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
た
「
よ
み
が

え
っ
た
自
筆
本
・
奥
の
細
道
」
で
は
、
何
百

年
も
前
に
芭
蕉
が
自
身
の
手
で
切
り
貼
り
の

作
業
を
し
た
あ
と
を
み
て
、
国
文
学
者
た
ち

が
こ
ど
も
の
よ
う
に
胸
を
と
き
め
か
せ
て
い

る
様
子
も
印
象
的
で
し
た
。
こ
の
自
筆
本
に

は
芭
蕉
自
身
に
よ
る
推
敲
の
あ
と
、
書
き
直

し
の
紙
を
貼
っ
た
箇
所
が
74
も
あ
り
ま
す
。

特
に
「
松
島
」
の
段
は
、何
度
も
切
っ
た
貼
っ

た
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
然
、
そ
の

下
か
ら
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
芭
蕉

の
文
や
句
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。「
遊
行
柳
」

の
段
の

　

田
一
枚
植
え
て
立
ち
去
る
柳
か
な

の
裏
側
に
は

　

水
せ
き
て
早さ

稲な
え
た
ば
ぬ
る
柳
陰

と
い
う
未
知
の
句
が
見
え
て
き
た
と
い
い
ま

す
。
こ
う
い
う
発
見
か
ら
ま
す
ま
す
芭
蕉
の

研
究
が
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
と
り

と
め
の
な
い
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
こ
こ
で
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
十
月
七
日
（
日
）

於　

江
東
区
芭
蕉
記
念
館
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徳
川
家
康
が
慶
長
８
年
（
１
６
０
３
）
に

江
戸
に
幕
府
を
開
い
て
か
ら
今
年
で
４
１
０

年
に
な
り
ま
す
。
芭
蕉
記
念
館
で
は
、
こ
の

機
会
に
「
江
戸
と
文
芸
―

都
市
に
集
う
文
人

た
ち
―
」
と
「
風
景
漫
画
家
沖
山
潤
の
描
く

『
芭
蕉
の
深
川
』」
の
テ
ー
マ
か
ら
成
る
2
つ

の
展
示
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

開
幕
以
降
、
江
戸
は
政
治
都
市
と
し
て
発

展
し
、
享
保
期
に
は
世
界
最
大
の
１
０
０
万

都
市
と
し
て
繁
栄
し
ま
し
た
。
庶
民
の
文
化

も
次
第
に
開
花
し
、
宝
暦
か
ら
天
明
、
そ
し

て
文
化
・
文
政
期
に
は
成
熟
期
を
迎
え
ま
す
。

「
江
戸
と
文
芸
」
展
で
は
、
芭
蕉
を
始
め
近

世
の
俳
人
・
歌
人
・
狂
歌
師
・
作
家
・
浮
世

絵
師
な
ど
93
点
の
資
料
を
通
し
て
、
江
戸
と

い
う
地
域
の
も
と
で
交
流
を
果
た
し
た
様
々

な
文
人
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

テ
ー
マ
の
二
つ
め
は
、「
風
景
漫
画
家
沖
山

潤
の
描
く『
芭
蕉
の
深
川
』」で
す
。
沖
山
氏
は
、

ゲ
ー
ム
の
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ナ
ー

と
し
て
活
躍

後
、「
月
光

通
り
の
マ
ス
タ
ー
」
で
『
週
間
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ャ

ン
プ
』（
集
英
社
）
の
新
人
賞
を
受
賞
さ
れ
て

い
ま
す
。
平
成
14
年
頃
か
ら
下
町
を
題
材
に

し
た
独
特
の
風
景
漫
画
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
り
、
繊
細
な
描
写
の
中
に
ほ
の
ぼ
と
と
し

た
漫
画
の
持
つ
ユ
ー
モ
ラ
ス
を
加
味
し
た「
風

景
漫
画
」
と
い
う
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
を
開
拓

し
ま
し
た
。

　

作
品
は
、
都
営
新
宿
線
森
下
駅
柵
面
路
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
と
し
て
制
作
さ
れ
た
「
森
下
駅

芭
蕉
の
顔
い
ろ
い
ろ
」、
海
辺
橋
の
川
沿
い

に
あ
る
「
芭
蕉
俳
句
の
散
歩
道
」、
清
澄
庭

園
内
に
あ
る
「
芭
蕉
句
碑
」
な
ど
の
新
作
を

含
め
30
作
品
が
並
ん
で
い
ま
す
。
芭
蕉
が
深

川
の
草
庵
に
移
り
住
ん
で
以
降
、
今
も
息
づ

く
「
芭
蕉
の
町　

深
川
」
に
こ
だ
わ
っ
た
沖

山
ワ
ー
ル
ド
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

『
江
東
区
の
文
化
財
7　

亀
戸
Ⅱ
・
大
島
』

　
『
江
東
区
の
文
化
財
』8
冊
目（
最
終
巻
）で
、

亀
戸
4
〜
9
丁
目
、
大
島
1
〜
9
丁
目
の
文

化
財
を
収
録
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
区
内
全
域

が
揃
い
ま
し
た
の
で
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

1
深
川
北
部
、
2
深
川
寺
町
界
隈
、
3
永
代

橋
界
隈
、
4
門
前
仲
町
界
隈
、
5
木
場
、
6

亀
戸
Ⅰ
、
7
亀
戸
Ⅱ
・
大
島
、
8
砂
町

『
江
東
の
い
ま
む
か
し

　
　
　
　
　
〜
昭
和
の
想
い
出
、平
成
の
風
景
〜
』

　

本
区
で
は
、
地
域
の
記
録
と
し
て
の
古
写

真
を
収
集
し
、
寄
贈
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

こ
の
古
写
真
は
、
平
成
19
年
以
降
、
区
民
の

有
志
で
あ
る
「
古
写
真
整
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
メ
ン
バ
ー
と
の
協
働
事
業
と
し
て
整
理
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
書
は
、
こ
の
事
業

の
集
大
成
と
し
て
刊
行
す
る
も
の
で
、
各
写

真
の
解
説
文
や
現
在
の
風
景
写
真
の
撮
影
な

ど
は
「
古
写
真
整
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
メ

ン
バ
ー
が
手
が
け
て
い
ま
す
。
昭
和
30
〜
40

年
代
を
中
心
と
し
た
古
写
真
を
地
域
ご
と
に

現
在
の
風
景
写
真
と
対
照
さ
せ
て
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
今
は
消
え
つ
つ
あ
る
江
東
区

の
な
つ
か
し
い
風
景
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

【
頒
布
場
所
】

文
化
観
光
課
文
化
財
係 

（
区
役
所
４
階
）

こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー
シ
ョン 

（
区
役
所
２
階
）

芭
蕉
記
念
館 

（
常
盤
１
│
６
│
３
）

深
川
江
戸
資
料
館 

（
白
河
１
│
３
│
28
）

中
川
船
番
所
資
料
館 

（
大
島
９
│
１
│
15
）

深
川
東
京
モ
ダ
ン
館 （
門
前
仲
町
１
│
19
│
15
）

　
　
　
　

訃　

報

• 

江
東
区
登
録
無
形
文
化
財（
工
芸
技
術
）「
船

大
工
」
保
持
者
佐
野
一
郎
氏
は
、
平
成
25

年
2
月
21
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
慎

ん
で
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

江
東
区
芭
蕉
記
念
館「
江
戸
開
府
四
百
十
年
」企
画
展4

月
25
日（
木
）〜
10
月
20
日（
日
）ま
で

漫
画
展
〜
11
月
24
日（
日
）

◆
江
戸
と
文
芸 

│

都
市
に
集
う
文
人
た
ち
│

◆
風
景
漫
画
家
沖
山
潤
の
描
く「
芭
蕉
の
深
川
」

◆
江
戸
と
文
芸 

│

都
市
に
集
う
文
人
た
ち
│

◆
風
景
漫
画
家
沖
山
潤
の
描
く「
芭
蕉
の
深
川
」

│ 

新
刊
案
内 

│

│ 

新
刊
案
内 

│

歌川豊国画喜寿年賀錦絵

沖山潤作「都営新宿線森下駅」

問合せ
江東区芭蕉記念館
江東区常盤1―6―3
☎3631-1448

【規格】A4判、112 頁
【価格】1,000 円

【規格】A4判、70 頁
【価格】500 円

木場の材木問屋（本書掲載写真）
（木場 3-3・8、昭和 39 年）

下町文化261号_了.indd   8 13.4.23   3:30:58 PM


